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  聞いただけじゃ忘れちゃう。   

      見せてくれたら思い出すかも ♪ 

 だけど、やらせてくれたら、決して忘れない ！ 

           ( ベンジャミン・フランクリン ) 

■ 不聞不若聞之。聞之不若見之。 
  見之不若知之。知之不若行之。 （ 筍子 ） 
 
 「 聞かざるは   之れを聞くに若（し）かず。 

之れを聞くは 之れを見るに若かず 
之れを見るは 之れを知るに若かず。 
之れを知るは 之れを行なうに若かず。 」 

 

                    《 目  次 》   

 

１． 概要   ･･････････････････････････････････････････････････ 3 

                                                            

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【 ＪＤＳＦ ダンススポーツ競技会支援システム（ Ver. N ）取扱説明書 】                     【 2011.01.01 / Rev.- 001 】 

Copyright (C) 2010  Japan DanceSport Federation                                                                                           Page   3 /   61 

   １． 概 要 

 

         本取り扱い説明書は、ダンススポーツ競技会に於いて、採点管理運営及び登録管理運営等と言った 

    競技会運営全般を迅速かつ的確に実施出来るように支援を行う、コンピュータによる競技会支援シス 

テムの内容及びその取り扱い方法について説明します。 

 

   １．１  システムの特徴 

 

          本競技会支援システムを使用した場合の有益な特徴について、以下に示します。 

 

          １） 簡易操作 

         競技会支援システム（コンピュータ）の操作の殆どを、１つのキー操作で実行出来るため、 

コンピュータの取り扱いに不慣れな方でも簡単・確実に操作することが出来る。 

 

          ２） コンピュータによる処理速度 

         参加者のヒート割りが自動的に素早く行えるため、受け付け終了時点で判明した当日の欠 

場者を考慮した、競技選手のヒート再配置が可能である。 

 

          ３） データ保存・保護 

                  入力されたデータは常にコンピュータのディスクに書き込まれて保存されるため、入力途 

中で他の処理（印刷・他結果確認等）が割り込まれても、既に入力した内容を失うこと無し 

に中断することが可能で、また再入力の場合にも、前回の入力結果を引き継ぐことが出来る。 

 

          ４） 保存データ活用 

                  各競技結果に於いて、予選通過者を自動的に決定することが可能である。また、同点者が 

複数名存在した場合には、自動的に同点決勝のデータを作成し、その結果を反映することが 

出来る。 

 

          ５） 事前登録 

                  事前に競技参加者の情報（氏名・所属・フリガナ及び登録番号）を入力しておけば、出場 

者連絡表にリーダーの名字を表示することが可能となり、更に昇級資格者名簿や決勝進出者 

及びその競技結果一覧表にその内容を反映することが可能である。 

 更に、このデータを利用して、背番号の自動振り付け、プログラムの版下作成、競技会当日の選手受付簿の作成が出来る。 

 

 



【 ＪＤＳＦ ダンススポーツ競技会支援システム（ Ver. N ）取扱説明書 】                     【 2011.01.01 / Rev.- 001 】 

Copyright (C) 2010  Japan DanceSport Federation                                                                                           Page   4 /   61 

６） 選手登録番号の読み込み 

                  ＪＤＳＦの登録データベースを利用して、選手の情報（名前、フリガナ、持ち級等）を自 

動的に検索することが可能です。このデータベースは、システムより自動的に読み込むことが出来ます。 

 

          ７） 他データ参照 

                  入力したデータをメモリディスク等を用いて保存することで、他のコンピュータでも過去の 

競技データ参照が可能となり、２フロアでの競技実施のサポートが可能。尚、ヒート配置機能の 

中には自動的に２フロアに分割する機能も備えています。 

 

８）  競技会報告書類の作成 

         競技会終了後、ＪＤＳＦへの報告に必要な提出書類を印刷することが出来ます。 

また、競技会データをメールにて、自動的に送信する機能を備えています。 
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   １．２  システムの仕様 

 

      １．２．１ 機能仕様 

          本競技会支援システムで一度に実施出来る機能の仕様条件を以下に示します。 

     尚、データ保存場所を切り替えて使用すれば、更に複数の競技を実施出来ます。 

 

       ① 競技会参加者   ： 最大９９９カップルまで登録可能（背番号１から９９９迄） 

        ② 競技区分          ： 最大４０区分 

        ③ 競技種別          ： １次予選～５次予選・準決勝及び決勝 （ 同点決勝機能も内蔵 ） 

        ④ ヒート数          ： １種別内同時に２０ヒートまで可能 

        ⑤ １ヒート競技人数 ： 最大２０名 

        ⑥ 競技種目          ： 同時に最大１０種目まで可能。通常はスタンダード・ラテン各々５種目迄。 

他にブルース戦（Ｂ）・ジルバ戦（Ｇ）等の単科設定も可能 

        ⑦ 審判員            ： 最大２１名（尚２５チーム分迄の登録が可能） 

        ⑧ 審査方法          ： 準決勝まではチェック法、決勝は順位法 （ 同点決勝も順位法 ） 

        ⑨ 他フロアデータ    ： メモリやネットワークを利用した、コンピュータ相互のデータ参照が可能 

    ⑩ データ自動取得  ： ｗｅｂ環境に接続している場合、会員・選手データを自動的に取得可能 

⑪ データ自動送信  ： ｗｅｂ環境に接続している場合、競技結果データの自動送信が可能 

⑫ 賞状作成印刷機能 ： 賞状の簡易作成システムを備え、該当する順位の賞状印刷が可能 

 

      １．２．２ ハード構成仕様 

          本競技会支援システムで使用するコンピュータ機器を以下に示します。 

 

       ① コンピュータ   ： Ｗｉｎｄｏｗｓが動作するパーソナルコンピュータ 

        ② プリンター        ： ページプリンターがベスト。 

印刷出力能力が、Ａ４サイズ１２枚／分程度以上のプリンターであれば、十分です。 

 

      １．２．３ ソフト仕様 

          本競技会支援システムを実行する条件を以下に示します。 

 

        １） 実行環境 

     ① ＯＳ      ： Ｗｉｎｄｏｗｓ－ＸＰ以上 

          ② 画面解像度   ： １０２４ × ７６８ （ ＸＧＡ ） 以上のモニターが必要です。 
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        ２） システム構成  

 

         ① 実行システム      ： ＤＣＳｓｙｓＮ．ｅｘｅ 

          ② ＪＤＳＦ登録データ ： ＪＤＳＦｍｅｍｂｅｒ （ 旧システムのＪＤＳＦ．ｔｘｔに相当 ） 

                                      → ＪＤＳＦにて登録されている会員・選手登録番号を格納。 

                     ＪＤＳＦ総合情報システムより、競技会支援システム用のデータ（JDSFmember）を入手出来ます。 

     ③ 所属地域データ   ： ＪＤＳＦｐ．ｄａｔ → 所属地域番号対応地域名（都道府県別）を格納。 

ＪＤＳＦｓ．ｄａｔ → 所属地域番号対応地域名（所属地域別）を格納。 

ＪＤＳＦｃ．ｄａｔ → 所属地域番号対応地域名（サークル別）を格納。 

          ④ システムデータ     ： ＤＣＳＳＹＳ．ｉｎｉ 

                                     → システムでの設定データ内容を保存。 

 

           以下のデータは、データ格納ディレクトレィ（システム動作環境設定で指定）内に作成される。 

 

          ⑤ 競技会データ       ： ＳＳＳ＿＿Ｉ．ＤＡＴ         → 事前設定された競技会内容の情報を格納。 

          ⑥ 競技参加者データ   ： ＳＳＳ＿＿ＭＥＭ．ＤＡＴ     → 競技に参加する競技者の個人情報を格納。 

          ⑦ 賞状作成データ     ： ＳＳＳ＿Ｓ．ＤＡＴ           → 賞状作成時の雛型情報を格納。 

          ⑧ ヒートデータ       ： Ｈ＿＊＊＿？．ＤＡＴ         → ヒート割りされた選手番号のデータを格納。  （＊＊ は競技区分 ？は競技種別に該当） 

                                                      注） １区分目の競技の１次予選は Ｈ＿０１＿１．ＤＡＴ 

                                                            ４区分目の競技の準決勝は    Ｈ＿０４＿６．ＤＡＴ 

          ⑨ 審査結果データ     ： Ｄ＿＊＊＿？．ＤＡＴ         → 入力した審査内容のデータを格納。          （＊＊ は競技区分 ？は競技種別に該当） 

          ⑩ 決勝結果データ     ： Ｆ＿＊＊．ＤＡＴ             → 決勝結果のデータを格納。                  （＊＊ は競技区分に該当） 

          ⑪ 報告用データ      ： ｋｓ＊＊．ＤＡＴ             → 昇降級規程に基ずく報告データを格納。 

          ⑫ 競技結果データ    ： ＨＰＤａｔ フォルダー       → ホームページに記載されるデータを格納。 
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      １．３ 競技会支援システム機能概要 

 

          本競技会支援システムでは、ダンススポーツ競技会の運営支援の為の、以下に示す機能を用意しています。 

 

       １） 事前準備（競技会内容） 

          ① ＪＤＳＦ公認データ（許可番号・名称・開催日等）の入力 

          ② 競技区分名称及び競技種目の設定 

          ③ 実施ヒート数・ピックアップ数の設定 

          ④ 競技番号の設定 

          ⑤ 審査員氏名の設定 

          ⑥ ランキング情報の設定（自動設定） 

 

       ２） 事前準備（参加者） 

          ① 参加者個人情報の入力（氏名・所属・フリガナ及び登録番号） 

          ② 競技参加種目 

 

    ３） 当日競技開始前 

① 競技欠場者の参加取り消し 

          ② 競技出場者のヒート配置自動割り付け機能 

          ③ 主催者側の任意なヒート配置 

 

        ４） 競技実施中 

          ① 出場者連絡表の作成 

          ② 審査表の印刷 

          ③ 簡略化された審査結果の入力処理 

          ④ 得点一覧表の作成 

          ⑤ 次予選への進出者の自動選出機能 

     ⑥ 同点の場合の次予選進出者の任意選出機能 

 

    ５） 決勝 

          ① 決勝進出者名簿出力 

          ② 入賞者順位名簿出力 
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６） 競技終了後 

          ①  賞状の出力 

          ② 昇級資格者名簿出力 

          ③ 競技結果一覧表出力 

     ➃ 競技会データのメディア出力 

➄ ＪＤＳＦへの報告処理データ出力 

 

        ７） その他 

          ① システムデータの管理機能 

          ② 各種印刷物出力枚数の任意指定 
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■ 何かを学ぶためには、自分で体験する以上に 

良い方法はない ♪   

（ アインシュタイン ） 
■ 私は自分が何も知らないことを知っている。 

 （ソクラテス ） 

 ２． 取り扱い説明 

 

                        本章では、競技会支援システムの取り扱い方法について説明します。 
 
 

尚、大変申し訳ありません。 

サンプルデータには、若干実名が出て居る場合が有ります。 

他意・悪意は有りませんので、悪しからず。 

 

 

 

 

 

 

  ※ 旧システム用 選手データの取得について 

 

     ５．８Ｘ版の支援システムでは、上記選手データとして、ＪＤＳＦ．ｔｘｔ を使用していましたが、本年よりは、新支援システム用の 

会員・選手データとして、ＪＤＳＦｍｅｍｂｅｒを提供しています。 

        申し訳ありませんが、両者には互換性が有りませんので、本年度の新しいＪＤＳＦ．ｔｘｔを取得したい場合には、 

     ■ 本システムのトップページ右上に有る、選手データ取得ボタンでデータを受け取る際、□ ← ＯＵＴ（ JDSF.txt ） にチェック（レ）を 

付けてボタンを押下して下さい。読み込み後、自動的に旧版に対応したファイルが、システムフォルダーに作成されます。 

     尚、この操作を実行する場合は、使用するコンピュータが、ネット環境に接続されている必要が有ります。 

 

          ※ 平成２４年度（２０１２年）からは、新支援システムの運用のみとする為、上記機能は削除されます。 
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２．１ 起動手順 

 

    本システムは、特にインストーラーの必要が有りません。ＪＤＳＦのＨＰ（ホームページ）よりダウンロードしたＺＩＰファイルを、任意の 

フォルダーに格納して、展開して下さい。 

    この際、システム及びデータ作成フォルダーを使用するコンピューターのＣ：ドライブ上に作って下さい。 

       システムフォルダー → ｃ：￥ＤＣＳｓｙｓ 

       データフォルダー  → ｃ：￥Ｄａｔａ  → 配下に、ＹＹＭＭＤＤの競技会データフォルダーを作成。 

 

    格納後、ＤＣＳｓｙｓＮ．ｅｘｅのショートカットを作成し、デスクトップに貼り付けて使用して下さい。 
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【 ※.00.00 】 ＪＤＳＦ競技会支援システム － 初期起動 

 ◇ 今まで登録をしたことが無いパソコンに、新規に本システムを導入すると、最初にＩＤ認証のパスワードを聞かれます。 

本システムの、Ｕｓｅｒを確定するために必要なので、旧システムのインストールディスクに記載してあった４桁×４のパスワード（ 数値、－つなぎ ）を 

入力して下さい。 忘れた方は、『 Crsend＠Jdsf.or.jp 』宛Eメールにて、お問い合わせ下さい。 
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【 ※.00.01 】 ＪＤＳＦ競技会支援システム － 起動直後 

 ◇ システム起動直後の画面です。 システムに必要な、データを読み込みます。 読み込み処理の経過状態が判ります。 

 

 

 

 

                                             ※ 問い合わせ等が必要な場合、タイトル画面に有る、システム 

のリビジョン番号をご確認下さい。 

                                                【 Ｖｅｒ．Ｎ （ Ｒｅｖ．－１．００ ） 】   

 

 

 

 

 

 

 

                                             ※ 選手・会員データ（ JDSFMember ）の登録件数が表示されます。 

                                               従来の、当年度登録選手のみでなく、未だ登録前の選手及び 

会員のデータも格納されています。 

情報保護の観点から、内容には若干の暗号化を施しています。 

 

 

 

 

 

 

※ システム起動中、常にこのメッセージが表示されます。 

本メッセージが消えてからメニュー操作を実施して下さい。 

 

 

 



【 ＪＤＳＦ ダンススポーツ競技会支援システム（ Ver. N ）取扱説明書 】                     【 2011.01.01 / Rev.- 001 】 

Copyright (C) 2010  Japan DanceSport Federation                                                                                           Page   13 /   61 

 

【 ※.01.01 】 ＪＤＳＦ競技会支援システム － メインメニュー  

 ◇ 支援システムのトップ画面です。従来のサブメニューを廃止し、各処理機能ページに、ダイレクトに入れます。 

  

                                             １．機能概要 

 

１） フォルダー設定 

 ① フォルダー選択（ 旧データの選択 ） 

 ② 新規作成 

 ③ 予備保存（ バックアップ ） 

 

２） システム設定 

                                                 ① システムメンテナンス設定 

                                                                                                ② 印刷枚数設定 

                                                ③ プリンター設定 

                                                ④ 賞状作成 

 

３） システム操作 

① 事前設定処理 

② 申込み処理 

③ 競技会支援処理 

④ 結果報告処理 
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【 ※.01.02 】 ＪＤＳＦ競技会支援システム － 最新選手・会員データの取得方法 及び 結果の報告方法  （ ※インターネットの効率的利用 ） 

 ◇ システムを運用しているパソコンが、ネットに接続出来る環境下に有る場合（ その場でインターネットが見れるならＯＫです！ ）、 

ＪＤＳＦ本部のサーバーよりダイレクトに、最新の選手・会員情報を取得することが可能です。 

また、競技終了後の結果送付も、全ての競技会データの圧縮処理を含めての送付処理がシステム運用により、自動で実施出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ※ 最新データ取得方法 

ネットワーク環境が使用可能で有ることを確認し、ＴＯＰ画面右上に有る選手データ枠内の、 

『 取得 』ボタンを押下して下さい。 自動的にデータを取り込みます。  

                              ◇ 取得後は、取得した選手・会員データを作成した最新日付に、表示が変わります。 

 

                              ※ 旧バージョン（５．８Ｘ以前）の選手データ取得方法 

拠ん所ない事由により、旧版のシステムを運用する場合、申し訳ありませんが現状では、従来の   

選手データ（ Jdsf.txt ）を入手する術が有りません。 

代替え手段ですが、本システムにて上記の最新データを取得する際に、『 ← OUT( Jdsf.txt ) 』 

の □ 枠に、チェックマーク（レ）を付けて運用すると、旧システムで使用出来る、選手データを 

得ることが出来ます。このデータは、システム運用フォルダーに、作成されます。 

 

                              ※ 競技会結果報告  

                               『 DSCJ 結果報告 』ボタンを押下するとシステムは、競技データを格納しているフォルダーの中 

に有る全てのデータを圧縮処理をして添付ファイルとして、ＪＤＳＦ本部へメール送付します。 

 

                              ※ 質問デスク 

                                後述するシステム画面に於いて、運用者のE-mailアドレスを登録して置くと、『 質問デスク 』 

ボタンにより運用で、質問事項やトラブル報告を実施することが出来ます。 

               次ページ参照 
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【 ※.01.03 】 質問デスク － 運用方法の質問・疑問の連絡、トラブル報告  （ ※自動発信メールによる情報伝達 ） 

 ◇ 質問デスク機能を使うと、メッセージ付きで、競技会データを送ることが出来ます。 

『 質問デスク 』ボタンを押下すると、下記のようにシステム操作枠上に、コメント記述欄 が表示されますので、システム運用上の質問や疑問について、 

コメントを作成し、送付下さい。出来理だけ速やかに、回答致します。 

 

＜＜ お願い事項 ＞＞ 

運用上起こったトラブルに関しても、ご報告頂けると助かります。 

自動的にデータも送信されますので、状況が判りやすいかと思います。 

出来るだけ不具合の無い様、操作しやすい様にと考えておりますが、 

まだまだ至らぬ所が多数見つかるかと思います。 

申し訳ありませんが、それらについてご報告頂けると、幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇ 競技会結果報告 及び 質問デスク で使用する E-mailアドレスは、 

システム設定画面下部に有る、『 データ送信CC用E-mail アドレス 』 

枠にて、設定して下さい。 

   必ず、自分宛のメールアドレスを登録してください、    → 
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【 00.01.01 】 競技会データフォルダーの作成 

◇ 《 フォルダー設定 》 － 『 新規作成 』 押下  

                                             １．機能概要 

                                              新たに、データフォルダーを作成します。 

 

① データ作成フォルダー設定枠で、ベースに成るフォルダー 

を選択します。（ ドライブも変更可能 ） 

※ 新規作成される競技データは、このベース配下に作成 

されます。 

 

                                                                                                  《 例 》 C:\  ↓ 

                                                                                                                 DCSdata  ↓ 

                                                                110101   

                                                                                                                          110302   

                                                                                                                           … 

 

② 設定される公認番号が、フォルダー名と成ります。 

『 番号設定10キー 』を用いて、公認番号を設定して 

下さい。 

                                                 ※ 尚、公認以外の競技会では、開催日付（YYMMDD）を 

公認番号の代わりに使用してください。 
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【 00.01.02 】競技会データフォルダーの作成 

◇ 『 公認番号 』 キー入力 ＋ Enter 押下 

                                             ２．フォルダー確定 

                                              

① フォルダー確認枠に、新たに作成されるフォルダー名称 

が表示されます。 

◆ 間違いが無ければ、『 ＯＫ 』を押下。 

◇ 修正したい場合は、『 ＮＧ 』を押下して、再入力 

して下さい。 

 

                                               ② 条件設定 

フォルダー名称が確定後、条件設定を行います。 

『 新規フォルダー 』 ボタンを押下すると、完了です。 
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【 00.01.03 】 競技会データ フォルダー設定 

◇ 《 フォルダー設定 》 － フォルダー設定 『 押下 』   

                                             １．機能概要 

                                               フォルダーを選択することによって、既に作成されている 

競技会データを参照することが出来ます。 

また、複数フロアを使用する場合の、条件設定を実施します。 

 

① フォルダー選択 

フォルダー設定時 参照使用枠で、既存競技会データ 

が有るフォルダーを選択します。 

 

② 使用データの変更（フォルダーの選択） 

選択したフォルダーのデータを設定する場合には、 

競技会データ格納フォルダーに表示横に有る、『 設定 』 

ボタンを押下すると、指定したフォルダーに有る競技会 

データを使用することが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

③ ２面に跨る処理が有る場合 

参加者が多数と成り、１つの競技を２つのフロアに分割 

して、フロア間を跨る実行処理が含まれる場合は、所定 

のフォルダーを指定した後、２面分割特別処理の設定を 

使用するに変更します。 

 

２．選択キャンセル 

    通常は、『 TOP 画面 』ボタン押下で設定を変更することが出来ます。 

    間違ってしまった場合は、マウスの右クリックをすると、設定された内容を、破棄（キャンセル）することが出来ます。 
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３．２面分割特別処理 

                                                 ■ 機能概要 

本システムでは、一つの競技区分を、二つのフロア（Ａ・Ｂフロア）で同時に 

実施することが出来ます。 

この場合、Ａフロア用のデータは、指定した競技会データ格納フォルダー内に 

格納されます。 

これに対して、Ｂフロア用のデータは、そのフォルダー配下に『 Assist 』と 

言う名前のサブフォルダーを自動的に作成して、その中に格納します。 

同一競技区分を、２つに分割して実施するには、【 システム情報 】枠内の 

２面分割特別処理を【 実施 】状態にして、運用してください。 

尚、その際、担当するフロアの設定もお忘れ無く。 
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【 00.02.01 】 システムメンテナンス 

◇ システム設定 － メンテナンス 『 押下 』  

                                             １．機能概要 

                                               システム運用に必要な情報を設定します。 

 

                                             ■ 表彰状順位情報 

表彰状を印刷する際、自動的に反映される順位の文字列を設定出来ます。 

 

                                             ■ 競技種目名称 

標準は書き換え不可です。総合の記述は、競技種別を『総合』と設定した場合 

の競技インデックスと成ります。全角1文字で設定してください。 

 

                                             ■ システム運用パラメータ 

□ エントリー情報 所属自動反映基準都道府県 

                                               選手のエントリー処理実施中、所属を反映させる場合、自都道府県選手は所属 

地域を、他都道府県選手は都道府県名と、分けて使用したい場合に基準となる 

都道府県コードを設定します。 

 

□ 網掛け割合（％） 

 印刷時の、背景色の濃度を指定することが出来ます。 

但しその際、プリンターの設定をグラフィック対応に設定してください。 

 

                                             ■ E-mail アドレス 

                                                                                            本アドレスを設定しておくことで、競技データを本部 

宛送信する場合、CCとして同じメールが送られます。 

 

 

 

□ TOP画面ボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 TOP画面 』ボタンをクリックして下さい。 
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【 00.03.01 】 印刷枚数設定 

◇ システム設定 → 印刷枚数設定 『 押下 』  

                                                 ■ 機能概要 

以下の帳票類の、印刷処理に必要な印刷枚数を設定します。 

１） 出場者連絡票 

２） 得点一覧表 

３） 決勝出場者名簿 

４） 決勝入賞者名簿 

５） 昇級資格名簿 

６） 競技結果一覧 

７） 競技会報告 

        

□ 印刷枚数設定 

                                             本システムで出力する各帳票類の印刷枚数を、▲▼ボタンを用いて設定します。 

この際数字キー等での入力は出来ません。数値枠右側のボタンを使用して下さい。 

尚、印刷枚数数値の左側に表示されている黄色い表示は、それぞれの帳票の配布 

する宛先に成ります。 

 

                                            □ 審査表印刷枚数 

   設定内容の内、審査票については無条件に、審査員人数×競技種類分の枚数が出力 

されます。更に、チェッカー用・研修審査員用に審査票が必要な場合には、審査員 

設定画面にて、予備の審判員として登録すると、余分に印刷されます。 

 

 

 

□ 戻りボタン 

内容設定が終了した場合、画面左隅の『戻り』ボタンをクリックして下さい。 

間違って設定してしまった場合や元の数値に戻したい場合等、設定内容を破棄 

したい場合には、マウスの右ボタンを使用してクリックして下さい。元の数値 

に戻す事が出来ます。 
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【 00.04.01 】 賞状作成 

◇ システム設定 → 賞状作成 『 押下 』  

                                                 ■ 機能概要 

本画面では自動印刷する賞状の内容を作成することが出来ます。 

設定出来る内容は、以下の項目です。 

 １） 用紙サイズ （ 用紙方向は縦方向で固定、文字の縦横選択で対応可能 ） 

                                                       ２） 印刷項目 

① タイトル 

② サブタイトル 

③ 競技種目 

④ 順位 

⑤ リーダー氏名・パートナー氏名 

⑥ 敬称 

⑦ 本文 

⑧ 日付 

⑨ 主催者 

⑩ 競技会名称 

⑪ 予備 

⑫ 肩書き（３種） 

⑬ 氏名 （３種） 

                                                 ※ 尚、③～⑤の項目に関しては、自動的に当てはめて印刷されます。 

                                                       ３） 補助機能 （ 各項目の用紙内位置を明白にする目的で使用します。 ） 

① メッシュ 

② 項目枠 

 

□ － 戻り処理                                  □ － 印刷項目 

内容設定が終了した場合、画面左隅の『TOP画面』ボタンをクリックして下さい。 上記印刷項目の各々については、以下の内容が設定出来ます。 

この際、設定された内容が、『 賞-XXXXXX.txt 』と言う名称で、データフォルダー ① 用紙内の印刷横・縦位置 （ 用紙左上済み基準 ） 

に保存されます。（ 尚、この XXXXXX は、競技会認定コードです。） ② センタリング機能 

間違って設定してしまった場合や元の内容に戻したい場合等、設定内容を破棄  ③ 使用フォント （ フォント種類・サイズ・太字設定 ） 

したい場合には、マウスの右ボタンを使用してクリックして下さい。元の内容 ④ 印刷内容   （ 複数行の場合、行間隔設定可能  ） 

に戻す事が出来ます。                        ※ 尚、内容が複数行に跨る場合、各々の印刷行幅は、最大文字の行幅と成ります。 
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□ － 印刷の設定 

  本システムでの賞状印刷では、右に示す枠内の１８項目について、印刷することが出来ます。 

これらの印刷項目は、各々の項目の、左側に有るチェックマークを付けることで、任意に選ぶことが可能です。 

これらの項目の中で、（競技、順位、氏名）については、印刷する競技内容によって自動的に内容が反映されます 

 

□ － 項目内容の設定 

  各々の項目は、表示位置・使用するフォント及び複数行の場合の行間隔を各々設定しておきます。 

設定の場合には、枠内下部にある ↑・↓ ボタンをクリックするか、項目名称をクリックしてください。 

項目名称が黄色く示されている項目が、編集対象と成り、内容を設定出来ます。 

  設定中は、画面左側に枠線で該当位置の配置が表示されます（枠有り指示の場合）。これらの中で、赤色で表示 

されている枠が、現在設定中の項目です。 枠の長さは、設定してある文字列によって定義されています。 

① 印刷位置 

→ 各項目の表示位置を、用紙左上を基準にｍｍ単位で設定します。 

  中央に揃えるチェックをしておくと、指定位置を中心に文字が表示されます。 

     ※ 尚、敬称付加に於けるこのチェックは、敬称位置優先を表します。 

② フォント 

→ 各々の項目についてそれぞれ別のフォントが設定できる様になっています。使用フォント横にある『 ←選択 』 

    ボタンをクリックして下さい。 

→ 使用するプリンターによって使えるフォントは変わります。従って、実際使用するプリンターと接続した後に、 

フォントを決定してください。また、フォントは、それ自体が縦向き・横向きに設定してある場合があるので、 

サンプル文字を参照して、適合する適切なフォントを選んでください。 

     尚、縦書きの場合は、フォントの先頭に＠の表示のあるものを選んでください。 

→ 右記下部にあるフォント設定処理で、新たにフォントを選択した場合は、異端『 適用 』ボタンに依り、使用 

するフォントを確定した後、『 ＯＫ 』ボタンをクリックしてください。 

③ 行間設定 

→ 各々設定する内容は、複数行に渡っても構いません。その場合に、行の間を開けて印刷することの 

出来る設定も用意されています。 

 

□ － フォントコピー 

  各項目の使用フォントをいちいち設定する手間を省くため、コピー機能を用意してあります。 

項目名を右クリックすると、←C マークが移動します。他の項目へ選択枠を移動後、『フォントコピー』 

ボタンを押下すると、←C マークの付いている項目のフォント内容が、コピーされます。 
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□ － テスト印刷 

作成した賞状の内容を試し印刷する機能です。 

各々の項目の描画位置を調整するための目安として枠付きと、 

最終的に枠を外した印刷を選ぶことが出来ます。 

各々の項目の枠内に表示されている ╋ 印が、項目の基準印刷位置と成ります。 

 

 

 

 

 

 

 

□ － データ読込・保存 

賞状データは作成の都度、『 賞－ZZZZZZ.txt 』（ ZZZZZZ は競技会コード ）と言う名称で、 

データフォルダー内に保存されます。 

別途保存したい場合には、名称枠下部に有る、『 データ保存 』ボタンをクリックした後、 

任意の名称で、作成した賞状データを保存することが出来ます。 

また同様に、既に作成した賞状データを読み込むことも可能です。 
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【 01.01.01 】事前設定 諸項目設定 

◇ システム操作（ 事前設定処理 ） → 諸項目設定 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技会に於ける諸項目の内容を、設定出来ます。 

設定出来る内容は、以下の項目です。 

１） 競技会諸項目 

① 認可番号 

 ※ 許可番号を変更したい場合は、右横の『 ← 編集？ 』ボタンを 

クリックした後、修整が可能に成ります。 

② 大会名称 

③ 開催日付 

④ 主催団体 

⑤ 開催会場 

※ ②～⑤までの項目は全角で最大２６文字まで入力可能です。 

２） 大会役員 

① 競技長 

② 審判長 

③ 採点管理長 

④ 運用管理者 

⑤ 登録管理長 

⑥ フィガーチェッカー 

 ※ 可能な限り、会員番号を入力してください。 

該当する担当者が複数居る場合には、代表者を設定してください。 

３） 主催責任者情報 

４） 登録管理長情報 

 

□ － 大会役員 

  大会役員の設定に於いて、担当者氏名は会員番号の入力より行ってください。 

担当右者設定枠の右横に有る会員番号枠に６桁の個人番号を入力し、Enter キーを押下する 

と該当する会員名称を、担当者として設定することが可能です。 

担当者の個人番号が判らない場合は、画面右下にある『 会員検索 』機能により、検索して 

下さい。 
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【 01.02.01 】事前設定 競技内容設定 

◇ システム操作（ 事前設定処理 ） → 競技内容設定 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技会に於ける競技内容を、設定出来ます。（ 最大で４０区分 ） 

設定出来る競技区分の内容は、以下の項目です。 

１） 競技区分内容 

① 競技コード 

② 競技名称（ 別に、賞状用名称を定義することが出来ます。 ） 

※ 級別戦に於いては、競技コード設定時に自動で作成されます。 

③ 競技種別 

※ ５つのパターンが設定出来ます。 

1) スタンダード         2) ラテン 

3) 総合戦                       4) 特別単科 

5) １０ダンス 

④ 実施ダンス 

1) ワルツ   6)  サンバ 

2) タンゴ   7)  チャチャチャ 

3) ヴィェニーズワルツ  8) ルンバ 

4) スローフォックストロット 9)  パソ・ドブレ 

5) クイックステップ             10)  ジャイブ 

                                                ※ スタンダードは 1) ～ 5)、ラテンは 6) ～ 10) の範囲。 

                       総合は、メンテナンス画面で設定出来るダンス名で実施可能です。 

              １０ダンスは別途、スタンダード区分＋ラテン区分の設定が必要です。 

                                                   ⑤ リダンス実施有無 

□ 戻りボタン                → リダンス実施有りと設定した場合は、1次予選敗退者のみが２次 

内容設定が終了した場合、画面左隅の『 TOP画面 』ボタンをクリックして下さい。      予選に進出し、次の３次予選は、１次予選・２次予選通過者で実 

間違って設定してしまった場合や元の数値に戻したい場合等、設定内容を破棄した                   施されます。 

い場合には、マウスの右ボタンを使用してクリックして下さい。          ⑥ 昇級情報 

元の状態に戻す事が出来ます。                                                        → 昇級情報の内容について級別戦に於いては、競技コード設定時に 

自動的に設定されます。 内容が、その時点での競技ルールに従っ 

て居ない場合は、修整することが出来ます。 その場合、画面にある 

『 修整？→ 』ボタンをクリックした上で変更してください。 
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【 01.02.02 】競技区分設定 

◇ システム操作（ 競技区分設定処理 ） → 競技コード設定 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技コードを簡単に設定することができます。 

競技コードは最大半角4文字で構成されます。（級別戦は3文字） 

この種別＋級＋部門の各内容を、それぞれ該当する内容のラジオボタンで選んで 

下さい。 

本画面で級別戦のコードを設定した場合には、昇級のあり・なし、昇給率、最大 

昇級組数が、自動的に設定されます。 

 

□ 逆部門コピー 

                                               逆部門コピーボタンは、スタンダード設定後、同じ内容（同じ級別戦）のラテン 

を設定するときに、便利です。 

 

会に於ける競技内容を、設定出来ます。（ 最大で４０区分 ） 

設定出来る競技区分の内容は、以下の項目です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ その他・普及区分の設定 

                                               その他競技・普及区分競技の級識別文字は、任意の2文字を設定することが可能 

です。漢字の場合は、1文字まで可能ですが、半角で３文字以上の設定はしない 

で下さい。 
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【 01.03.01 】事前設定 ヒート設定 

◇ 事前設定処理 → ヒート設定 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

           本画面では、各競技区分に於ける、各ラウンド毎のヒート数・ピックアップ数の 

           設定を実施することが出来ます。 

           設定は、キーボードもしくは画面右下部にあるテンキーボタンを使用して下さい。 

設定出来る内容は、以下の項目です。 

１） ヒート数 （ 最大２０ヒート ） 

２） ピックアップ数  

※ 削除する場合は、データクリアボタンを使用してください。単独で削除し 

たい場合は、数値の ０ を入力して下さい。 

 

□ 各項目の移行は、矢印キー（↑↓←→）によって行えます。また、マウスカーソル 

を所定枠に移動し、ボタンをクリックすることでも移動できます。 

 

□ 参加数 

画面表示枠内の参加欄には、該当競技に参加する選手の数が表示されます。 

（但し、申し込み処理で参加を設定してある場合）  

之を指標に、ヒート情報の数値を設定してください。 

 

□ 設定数チェック 

                                                                                           各数値入力時には、自動的にチェックを実施しており、ワーニングメッセージが 

出ます。（例えば、１ヒート内の参加数が異常に多かったり、少なかったり、前 

予選の通過数より多かった場合等です。）  

このとき、内容によっては設定できない場合が有りますが、ワーニングメッセジ 

枠の右上に有る、解除にチェックを設定すると、このチェックを、無視すること 

が出来ます。 

 

                                             ■ エントリー人数確定後、『 自動設定 』枠内のボタンを使用してヒート／ピック 

アップ処理を実施した方が便利です。 

48組未満の場合は、ルール設定に従います。それ以上の場合は、エントリー組数 

の％で指定出来る処理と、人数を指定出来る処理の２通りが有ります。 
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【 01.04.01 】事前設定 競技進行番号設定 

◇ 事前設定処理 → 競技番号設定 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

     本画面では各競技の競技進行番号の設定を行います。この競技番号は、各帳票類 

の印刷、審査結果入力及び判定機能の競技選択に用いられます。 

 

  □ 競技番号  

該当する競技進行番号を、数字キー・10キーボタンを使用して入力します。 

注） 通常は２桁以内の番号を使います。 

これに対して「１００」番台を設定すると、各用紙の競技名称の横に「Ａ 

フロア」、「２００」番台を設定すると「Ｂフロア」と自動的に印刷されます。 

同様に「３００」番代は「Ｃフロア」となります。 

 

   □ 数値の消去 

                設定した数値を削除したい場合には、数値の ０ を入力して下さい。 

画面表示の数字が消え、ブランク状態に変わります。 

 

□ 各項目の移行は、矢印キー（↑↓←→）によって行えます。また、マウスカーソル 

を所定枠に移動し、ボタンをクリックすることでも移動できます。 

                

□ 挿入ボタンを使うと、既に設定してある番号を一つ繰り上げることが出来ます。 

 

                                            □ 一旦、番号設定をすると、次の競技番号が【 ■次番号■ 】エリアに、自動的に 

表示されます。その後、カーソルを移動して自動ボタンをクリックすると、次番 

号が自動的に設定されます。 

 

                                            □ 表示切り替え枠内の、『 進行確認 』ボタンをクリックすると、競技進行一覧表が 

                                              表示されます。 

 

 

 

□ 戻りボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 TOP画面 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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【 01.04.02 】事前設定 競技番号設定 タイムスケジュール表示 

◇ 競技番号設定処理 → 進行確認 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

     本画面では設定された競技進行番号順に競技の進行一覧表が表示できます。 

印刷メニューにある、『 メモ印刷 』・『 ファイル出力 』で内容を確認すること 

も出来ます。 

設定画面に戻るには、『 進行一覧 』ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

□ 戻りボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 TOP画面 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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【 01.05.01 】事前設定 審判員設定 

◇ 事前設定処理 → 審判員設定 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                            □ － 審査員氏名の設定 

           本画面では、競技を審査する審査員の氏名及び識別標識記号（Ａ・Ｂ・１等）の 

設定を行います。 

尚、本システムでは２５チーム分（チームＮ０.０～２４）の設定が可能である 

ため、審査員の組み合わせが複数に渡る競技会に於いては、各チームを分けて 

登録し、担当競技を設定することが可能です。 

□ － 審査員人数（１チーム内、最大２１名） 

□ － 審査員氏名（漢字８文字まで、名字名前が入ります。）  

尚、名字と名前の間には、全角ブランクを挿入します。 

審査表表示は、印刷時の名称が定義されます。（漢字３文字まで）  

この名称は、審査員表示名称枠の『再設定』ボタンクリックで、ブランク 

位置を判断して、名字だけを抜き出します。仮に同じ名字の人が居た場合 

には、名前のの最初に１文字を自動的に付け足します。 

                                                         例 ：  有田 義裕 → 有田義  有田 飛鳥 → 有田飛 

□ － 審査員コード 

                                                任意に付けることが可能ですが、『自動設定』ボタンにより、自動的に付与 

                                                することも出来ます。 

□ － 研修生 

                                                審査表は必要だけれど、直接審査に必要ない審判員は、『研修生？』を設定 

                                                します。 

 

 

 

 

 

 

□ 戻りボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 戻 り 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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【 01.06.01 】事前設定 審判員配置 

◇ 事前設定処理 → 審判員配置 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では競技を審査する審査員チームの設定を行います。 

基本的には審査員氏名設定画面の審査チームＮ０.０が基準となり、このチームが 

担当する競技はブランク（何も表示されない）で表示されます。 

 

１） 審査員チーム番号（ブランク及び０～２４の２５チーム） 

            → 審査を担当する審査員チームの番号を、数字キーで設定入力します。 

     → 設定した審査員チームを基準に戻したい場合、もしくは削除したい場合に 

は、数値の ０ を入力して下さい。画面表示の数字が消え、基準チームの 

ブランク表示に変わります。 

 

２） 各項目の移行は、矢印キー（↑↓←→）によって行えます。 

 

３） 『 全部→ 』ボタンをクリックすると、該当する競技区分の全ラウンドの 

審判員チーム設定が実施出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

□ 戻りボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 戻 り 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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【 02.01.01 】申し込み処理 申し込み設定 

◇ 申し込み処理 → 申し込み処理 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技に参加する選手の、各種情報の設定を行います。 

基本的には、ゼッケン番号を基準に、選手番号・選手氏名・フリガナ・所属を 

設定します。 

 

                                             □ 選手データは基本的に、選手番号の検索により取得します。 

                                               これは、競技結果の反映を的確なものにするためです。 

 

                                             □ 選手番号（６桁）の入力によりDB検索で選手情報は求まります。カップル登録 

されている選手は、リーダーのみの選手番号設定で、カップル分の情報が取得 

できます。 

尚、女性の場合は、リーダー側に設定しても、自動的にパートナー位置に置き 

換わります。レディス戦等で、女性がリーダーとなる場合は、背番号特殊処理 

の、『女性リーダー可能』にチェックを入れて、DB検索をして下さい。 

 

                                             □ 選手番号・ゼッケン番号・受付番号・参加競技データの設定は、画面右上の 

１０キーで設定可能です。ここを使用する際は、切り替えボタンを利用して 

設定項目を指定して下さい。 

 

                                             □ 受付番号は、背番号とは別に付けることが出来ます。但し内容は数値のみです。 

『受付自動付番』にチェックを付けておけば、自動付加されます。 

また、『 全付番 』ボタンで一括でも付番することが出来ます。 

 

                                             □ ＤＢからは、会員でも情報を拾うことが出来ます。選手番号（会員番号）を 

                                               設定した後、『DB検索』ボタンをクリックして下さい。 

 

                                                                                       ■ 所属の自動反映機能を使用する際、複合を選ぶと、基準都道府県の選手は、 

登録所属の名称が、他の都道府県選手は、都道府県名が表示されます。 

尚、通常状態では、所属は自動反映されません。『反映』ボタンをクリック 

するか、『自動反映』のチェックをセットしてDB検索して下さい。 

 

□ TOP画面ボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 TOP画面 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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【 02.02.01 】申し込み処理 選手一覧表示 

◇ 申し込み処理 → 選手一覧 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

           本画面では参加競技と共に、選手の一覧表が参照できます。 

                                               尚、競技区分は一度に20区分しか表示できないので、画面右上にある、 

『 前区分 』・『 後区分 』で表示を変更することが出来ます。 

                                               参加表示は、 

                                                ◎：参加 、 ×：欠場 、 シ：シード 、※：シード選手欠場 

                                               です。 

 

 

                                             □ 本画面では、以下の処理を実施することが可能です。 

１） 印刷 ： 40組毎の一覧表、受付簿を印刷することが可能です。 

２） 編集 ： 一覧表内の選手の配置を、任意に変更することが出来ます。 

３） 検索 ： DBに登録されている選手を検索する事が出来ます。 

４） 発番 ： 競技区分毎に並べた形式で、任意の背番号付けを実施出来ます。 

STDとLAT別々に発番することも可能です。 

尚、発番前のレイアウトに戻すことも可能です。 

５） 名順ファイル ： 参加選手のリーダーフリガナ読み順に背番号一覧を 

            表示することが可能です。 

６） Html ： 参加確認用のＨＴＭＬファイルが作成できます。 

７） CSVファイル ： ＣＳＶ形式の読み込み・書き出しが可能です。 

 

 

 

 

 

□ TOP画面ボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 TOP画面 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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【 02.02.02 】申し込み処理 選手フリガナ・登録番号一覧表示 

◇ 選手一覧処理 → 表示切り替え 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

           本画面では参加競技の他に、選手のフリガナ。登録番号の一覧表が参照できます。 
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【 03.01.01 】 競技会支援処理 参加確認 

◇ 競技会支援処理（ 事前設定処理 ） → 参加確認 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技に参加する競技選手の、最終的な参加・不参加の設定を行う 

事が出来ます。通常は、選手受付終了後のデータを元に、消込みを実施します。 

 

                                                 □ 競技参加 

                                              参加・不参加を設定する選手は、紫色のガイダンスで示されています。 

該当する競技区分は、赤い印のカーソルが表示されています。 

カーソルを設定する選手・競技区分に移動した後、Enterキー（改行）もしくは、 

マウスの右クリックを用いて、参加・不参加を設定します。 

この際、未設定の項目位置で押下すると、【 ◎ 】 印がついて参加に設定され、 

逆に設定項目で押下すると、不参加【 × 】と成ります。後は順に、その繰返し 

と成ります。 

 

                                                 □ 欠場処理 

                                                   受付処理で不参加が明確に成った選手は、欠場処理を行う必要が有ります。 

次に実施する必要が有る、自動振り分け処理では、参加すると設定されている 

選手についてのみ割り振りを実施するからです。 

欠場を認識したら、画面の下部に有る『 欠場処理 』枠のボタンを用いて欠場 

処理を実施して下さい。 

勿論、上記の競技参加に示す方法で欠場を設定しても構いません。 

但し、複数競技にエントリーしてある場合には、この欠場処理を使用した方が 

スタンダード・ラテン毎の欠場が一気に出来るため便利です。 

使用手順としては、 

① 背番号もしくは選手の名前を欄をマウスでクリックします。 

② 欠場処理枠真ん中に背番号が表示されますので、その後、全競技を不参加 

が不参加になる場合は、【 欠場 】を、スタンダードのみ・ラテンのみの場合 

は、各々【 Std欠 】・【 Lat欠 】のボタンを使用して下さい。 

 

□ 戻りボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 戻り 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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                                                 □ 競技区分切り替え 

                                                   本システムでは、40種類の競技区分を取り扱うことが出来ます。 

本画面のリストは20競技分が表示可能なので、他の競技区分の参加設定をする 

場合は、【前区分】【次区分】のボタンをクリックして下さい。 

 

                                                 □ ページ切り替え 

                                                   本画面では一度に２０名分のリストを表示します。受付簿は、40名分で１ページ 

と成っているので、他のページへ移行する場合には、【Ｐ】ボタンをクリックして 

下さい。背番号で、20組毎に改ページされます。 

 

                                                 □ シード選手 

                                                   → シード選手の設定をする必要が有る場合は、欠場処理と同じく、画面右下 

にある『 特殊指定 』枠内の、【 シード 】ボタンを押下すると、シード 

設定をすることが出来ます。 

シード設定されると、【 ◎ 】の代わりに【 シ 】と表示されます。また、 

シード選手の不参加は、【 × 】の代わりに【 ※ 】と表示されます。 

 

                                                 □ 参加取り消し処理 

                                                   → 参加取り消しをする場合は、画面下部右にある『 特殊指定 』枠内の、 

【 参加取消 】ボタンを押下すると、参加を取り消すことが出来ます。 

不参加と参加取り消しでは、意味が異なります。この処理は、昇級数の 

母数に関連する必要な条項ですので、間違わない様に処理を実施して 

下さい。 
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【 03.02.01 】 競技会支援処理 初期振り分け 

◇ 競技会支援処理（ 開始前処理 ） → 初期振り分け 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

 

  □ － 選手ヒート配置の設定 

           本画面では最初に実施する競技種別のヒート分けを、事前設定された競技情報を基に、 

                                             参加チェックを行われている競技者を抜き出して、ヒートの自動配置を行います。 

   １） 競技選択 

                                                                                                → どの競技の設定を実施するかは、矢印キー（↑↓）もしくはマウスカー 

ソルの移動＆クリックによって選択出来ます。 

   ２） 振り分け実行 

      → 自動    

背番号順に自動的にヒート割が実施されます。 

→ 縦割り 

１ヒートから縦割りに背番号が配置されたヒート表が作成されます。 

→ ランダム 

背番号順不同にヒート割が実施されます。但し、全てのダンスについては 

同じ組み合わせとなります。 

→ シャッフル 

実施されるダンス毎に、組み合わせが異なります。 

 

        □ ２面分割設定を指定している場合で、９００番台の競技区分では、自動的に該当 

   するフロアのヒート設定が実施されます。 

    → 担当が、Ａ面・Ｂ面に設定されいると、参加全選手の前半／後半に対して 

のみヒート配置を行います。 

 

                                            □ ジャンプ機能    

１．昇級報告書 

初期印刷を実施した場合、最終受付実行後と成るので、昇級報告書の印刷が 

可能と成ります。 

２．張出表印刷 

各競技毎の昇級情報が印刷できます。 

□ 戻りボタン 

設定が終了した場合、画面左隅の『 戻り 』ボタンをクリックして下さい。 

変更した内容を破棄したい場合には、キャンセル扱いが出来るマウス右ボタンで 

この戻りボタンを、クリックして下さい。 
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     ■ 昇級報告書サンプル                           ■ 張り出し表サンプル 
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【 03.03.01 】 競技会支援処理 競技区分選択画面 

◇ 競技会支援処理（ 競技中実施 ） → 審査表・データ入力・データ確認 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

 

  □ － 取り扱う競技の選択 

           本画面は、審査表印刷・データ入力・データ確認全ての処理に共通な、競技選択を 

実施する画面です。 

 

１） 競技番号での設定 

『競技番号入力』枠内に、番号を設定し、Enterキーを押下すれば、該当する 

競技の各画面に移行します。 

 

                                              ２） マウスカーソルでの指定 

   ① 競技区分選択 

          → どの競技区分の審査票を印刷出力するかを、矢印キー（↑↓）もしくは 

マウスカーソルの移動＆クリックで取り扱う競技区分を選択します。 

                                                ②  競技ラウンド選択 

→ 画面下部にあるラウンドボタンを選択して、クリックします。 

 

                                              ３）  同点決勝 

同点決勝を実施する場合は、画面左にあるラジオボタンで、同点決勝を選ん 

で下さい。 

 

                                             ■ 処理選択 

                                              本選択画面は、各処理共通で使用されるので、実施する処理の内容を選ぶことも 

                                              可能です。 

 

 

□ 戻りボタン 

TOP画面に戻りたい場合、画面左隅の『 戻り 』ボタンをクリックして下さい。 
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【 03.04.01 】競技会支援処理 審査表印刷処理 

◇ 競技会支援処理 － 審査表印刷 ／ 該当競技 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                                                                            審査表の印刷画面です。 

                                              内容確認後、画面下部にある『 印刷処理 』のボタンをクリックして下さい。 

 

                                              １） 印刷    → 連絡票及び審査表の全てが印刷されます。 

                                         ２） 審査表のみ → 該当する全ての審査表が印刷されます。 

                                              ３） 連絡表のみ → 該当する全ての連絡票が印刷されます。 

                                              ４） 審査表１枚 → 1枚のみ審査表が印刷されます。該当種目、該当審判を 

自分で、マークする必要が有ります。 

                                              ５） 連絡票１枚 → １枚のみ、連絡票が印刷されます。 

 

                                            □ 審査表印刷順 

                                              全ての審査表を印刷する場合、種目ベースか、審判ベースかを選択することが 

出来ます。  

通常は、用紙を並べ替える必要のない、審判員優先を選ぶと便利です。 

急ぎの場合は、種目優先で印刷すれば、最初の種目分を先に印刷することが 

可能となります。 

 

                                            □ ジャンプ機能    

１．印刷枚数 

印刷枚数設定画面へジャンプします。 

２．ヒート変更 

参加人数に変更が有った場合、ヒート数の再設定を実施することが出来ます。 

この『 ヒート変更 』ボタンをクリックすると、設定画面が表れます。 

 

                                            □ 内容編集    

本画面では、審査表の内容を任意に編集することが可能です。 

編集をしたい場合には、画面右下の『 編集ON 』ボタンをクリックしして下さい。 

 

 

□ 戻りボタン 

TOP画面に戻りたい場合、画面左隅の『 戻り 』ボタンをクリックして下さい。 
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【 03.04.02 】競技会支援処理 審査表編集処理 

◇ 審査表印刷 → 編集 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                              審査表の編集画面です。編集するためのカーソルが表示されます。 

                                              このカーソル位置に於いて、任意に、背番号の設定・挿入・削除が出来ます。 

                                              並べ替えは、各ヒート毎、背番号の少ない順に並べ替えをします。 

 

                                            □ 編集の終了   

                                              編集モードを終了するには、『 編集OFF 』のボタンをクリックして下さい。 

 

 

                                            ■ ヒート変更処理の画面です。 

                                              ボタンクリックにより、背番号振り分けの再配分、ヒート数の変更が可能です。 
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【 03.05.01 】競技会支援処理 審査データ入力 

◇ 競技会支援処理 → データ入力 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                              審判員が付けた審査結果を入力する画面です。 

                                               

  □ － ページ・競技種目・担当審査員の設定 

           → 競技種目 

審査票にマークされている競技種目を確認し、上下矢印キー（↑↓）を押下する 

と競技種目の項目に種目が逐次表示されるので、Enterキーを用いて確定して下 

さい。 

           → 審査員 

審査票にマークされている担当審査員を確認し、上下矢印キー（↑↓）を押下す 

ると審査員の項目に審査員氏名が逐次表示されるので、Enterキーを用いて確定 

して下さい。 

      → クリヤ 

結果入力の内容を間違った場合には、『クリヤ』ボタンで入力データを消去する 

ことが出来ます。（但し、該当する審査表のみ） 

 

                                                                             □ － チェックマーク 

                                                                                        → 該当するチェックマーク位置に、Enterキーを用いてチェックを設定します。 

                                                                                      設定は、未設定の項目位置で押下すると、 ◎ 印がついて設定され、逆に設定項目 

で押下すると解除されます。 

                                             → また、数字の『１』を入力すると、必ずチェックマークが付きます。『０』を入力 

すると、必ず解除されます。 

 

□ － カーソル移動 

各項目の移行は、矢印キー（↑↓←→）およびマウスカーソルの移動＆クリック 

によって行えます。但し、マウスで処理を実行した場合には、Enter処理も同時に 

実施されます。 

 

□ － 追加・不参加 

選手が欠場したり、追加された場合は、必ず背番号の編集を行ってください。 

尚、最初のラウンドでの不参加は背番号が消えますが、途中は棄権と成ります。 

入力するダンス種目が表示され

ます。良く確認してください。
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  □ － 入力処理 

        画面下部にある、入力処理では、以下のことが実行できます。 

 

→ 次の審査員 

『 次審査員 』もしくは、Ｆ１２キーを押下すると、次順番の審査員の入力設定に変わります。 

 

→ 次の競技種目 

『 次種目 』もしくは、Ｆ１１キーの場合には、審査員は変更されず、競技種目が次の競技種目に変更されます。 

任意競技の入力が一通り終了した場合に用います。 

 

→ 途中登録  

『 途中登録 』ボタンを押下すると、例え入力途中であったとしても、その内容がファイルに保存されます。 

 

→ 未登録  

尚、入力が失敗した場合等、『 再読込 』ボタンをクリックすると、入力前の状態に戻すことが出来ます。 

これは、再度入力を選択し直す時に用います。 

 

→ 入力終了 

該当する競技について、すべての結果が入力し終わった場合には、『 →結果 』ボタンもしくは、ｆ・９の 

キーを押下すると、次の入力確認処理・次予選通過者決定処理へ進みます。 

 

→ フリーパス 

参加する選手全員が、次のラウンドに進む場合は、この『 フリーパス 』ボタンをクリックすることで、 

全種目の全審判の入力データを、一気に設定することが出来ます。 
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◇ 競技会支援処理 → データ入力 『 押下 』 （ 決勝ラウンド選択 ） 

                                                 ■ 機能概要 

                                              決勝ラウンドでは、チェックの代わりに、該当する順位を設定します。 

                                              入力は、キーボードもしくは、画面右上にある１０キーボタンを使用します。 

                                              尚入力では、一度付けた順位は、重ねて入力することが出来ません。 

                                              但し、10キーボタンを、右クリックすると、その場合に限り、順位を入れ替え 

る事が可能です。 
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【 03.05.02 】競技会支援処理 審査員チェック確認 

◇ 競技会支援処理 → →結果 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                              審判員が付けた審査結果の確認をする画面です。 

 

□ － 審査員別ピックアップ数確認 

         本画面では審査員別に、チェックしたピックアップ数の一覧表が表示されます。 

                                                                                            入力結果のチェックとして、各チェック数の確認が行えます。 

ピックアップ数に合わない場合には、赤色で表示されます。 

この赤色表示枠をクリックすると、その審査表入力ページに戻れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 戻りボタン 

内容の確認後、入力画面に戻りたい場合は、画面左隅の『 戻り 』ボタンをクリッ

クして下さい。 
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【 03.05.03 】競技会支援処理 予選決勝処理 

◇ 競技会支援処理 → 確認 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                              準決勝までの結果表示画面です。 

                                              所定のアップ数に一番近い得点の選手までが予選を通過するよう選別されます。 

尚、所定のラウンドの通過アップ数を変更したい場合は、画面下部にある、▼▲  

ボタンで、閾値を変更することが出来ます。 

 

                                            □ 同点多数の場合 

アップされる組数が予定より多く、ヒート変更の必要が有る場合は、画面右中央の 

『 次ラウンド情報 』を元に、ヒート数の変更を行って下さい。 

                                              この際、諸項目データ設定画面で予め設定された、フロア面積によって、ヒート 

                                              での最大参加組数がカウントされます。 

 

                                            □ 次ラウンドへの処理 

                                              該当ラウンドで使用されたヒート配分法が引き継がれます。変更したい場合には 

                                              所定の振り分け方法を選んだ後に、次ラウンドへの処理を選んでください。 

                                              ① 決定    → 結果一覧＋連絡表＋審査表の全てが印刷されます。 

                                              ② 連絡表まで → 結果一覧＋連絡表までの印刷が実行されます。 

                                              ③ 結果のみ  → 結果一覧のみが印刷されます。 

 

                                            □ 同点決勝 

                                              準決勝の結果で、同点が多数のため、10組以上が決勝に進んでしまう場合等には 

同点決勝の実施が必須となります。 

この場合は、画面右上に有る、『 同決作成 』ボタンをクリックすれば、マーク 

さえている範囲の最下位同点者のみで、同点決勝を実施することが出来ます。 

このボタンをクリックすると、自動的に同点決勝の印刷画面に進みます。 

                                              尚、その際、規定にある、一種目か全種目を選ぶことが出来ます。 

 

 

 

□ 戻り処理 

内容の確認後、再度入力確認画面に戻りたい場合は、画面左隅の『 確認へ戻り 』

ボタンをクリックして下さい。 

他にも、ジャンプ処理により、TOP画面や競技選択画面に戻ります。 
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【 03.05.04 】競技会支援 決勝チェック 

◇ 審査結果入力 → →結果 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                              決勝での審判の入力が確認できます。 

                  

              □ 入力確認 

表示上青色のデータは、入力に問題が有りませんが、赤色表示の場合は、入力 

ミスが有ります。 

赤色表示が見つかった場合は、その種目の担当審判位置をクリックすると、該当 

する入力画面に戻ることが出来ます。 

また、不参加の種目が有る場合は、該当選手は最下位になりますが、その際は、 

ピンク色で表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              □ 確認画面 

                                              本画面では、一画面に５種目（ダンス）分しか表示できません、１０ダンスの場合 

は、『 Page → 』 キーをクリックして、表示を変更して確認してください。 

 

□ 戻りボタン 

内容の確認後、入力画面に戻りたい場合は、画面左隅の『 戻り 』ボタンをクリッ

クして下さい。 



【 ＪＤＳＦ ダンススポーツ競技会支援システム（ Ver. N ）取扱説明書 】                     【 2011.01.01 / Rev.- 001 】 

Copyright (C) 2010  Japan DanceSport Federation                                                                                           Page   49 /   61 

【 03.05.05 】競技会支援 決勝結果表示 

◇ 審査結果入力 → 確認 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                               決勝結果の表示画面です。最終的に計算された最終順位が表示されます。 

 

             □ 結果表示 

規定１０や再スケーティングの詳細な内容を確認したい場合、単科での順位計算 

内容の確認は、画面右下の結果表示ボタンをクリックして確認して下さい。 

 

             □ 印刷メニュー 

                                              関連書類の印刷は、画面下部にある『 印刷メニュー 』にて実施して下さい。 

                                              ① 印刷→戻り  計算結果＋入賞者名簿を印刷した後、競技選択に戻ります。 

                                              ② 印刷     計算結果＋入賞者名簿を印刷します。 

                                              ③ 入賞者名簿  入賞者名簿のみを印刷します。 

                                              ④ スケート結果 計算結果のみを印刷します。 

                                              ⑤ 昇級名簿   昇級者名簿を印刷します。オプションによって、入賞者 

全員分の枚数を印刷することが出来ます。 

                                              ⑤ 賞状印刷   賞状印刷画面にスキップします。 

 

 

 

□ 戻りボタン 

内容の確認後、区分一覧に戻りたい場合は、画面左隅の『 区分一覧 』ボタンを 

クリックして下さい。 
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【 03.05.05 】競技会支援 決勝結果表示（ 単科結果 ） 

◇ 審査結果入力 → 確認 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

                                               決勝結果の表示画面で、単科順位の表示を選んだ場合の画面です。 

 

             □ 結果表示 

                                              決勝結果表示の内、各ダンス単科の審査結果です。 

                                              画面の左橋は、ＪＤＳＦ推薦の置き換え法で計算過程を表示をしています。 
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【 03.05.06 】競技会支援 決勝結果表示（ 罰則規定適用 ） 

◇ 審査結果入力 → 確認 『 押下 』 

                                                ■ 機能概要 

                                               決勝結果の表示画面では、規定による罰則処理を実行できます。 

罰則規定により、最下位にする選手が居る場合は、該当する選手の背番号か 

リーダー・パートナー氏名をクリックしてください。 

下記のような確認画面が表示されます。宜しければ、『 はい 』をクリック 

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               尚、最下位は、不参加競技が有って最終順位に該当する選手の、更に下の 

順位と成ります。また、この処理は、最大２組までしか設定できません。 

 

 

             □ 罰則規定の解除 

                                              上記で設定した罰則対応処理を解除したい場合は、【 罰則処理 】枠にある 

『解除』ボタンで、取り消すことが出来ます。 
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【 03.05.07 】競技会支援 同点決勝実施要領 

◇ 予選結果表示 → 同点決勝審査表印刷 → 同点決勝入力 → 結果表示 → 結果反映 

 

                                                 ■ 予選結果 

                                               左記のように、準決勝通過者が10名と成ってしまうので、同点決勝必須。 

                                               画面右上の、『 同決作成 』ボタンをクリック。 

 

 

               ↓ 該当する６組の審査表印刷画面に、自動的に進むので、印刷を実施。 

 

 

                                                             ↓ 競技選択画面で、『 同点決勝 』側を選ぶ 

                                                               背景色が黄色で表示されます。 
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◇ 予選結果表示 → 同点決勝審査表印刷 → 同点決勝入力 → 結果表示 → 結果反映 

 

                                                 ■ 同点決勝結果 

                                               左記の場合は、1種目で実施した場合です。 

計算処理への移行過程で、種目数の確認をされます。 

 

                                                    □ 同点決勝の決勝結果表示画面には、画面左下に、『 同点反映 』 

                                                                                                            ボタンが表示されます。計算結果を印刷した後、クリックして 

下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            ← □ 最終的に、同決結果が反映された該当する予選結果が、自動的に表示されます。 

この結果は、同決結果と共に、選手に提示して下さい。 
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【 03.06.01 】競技会支援 賞状印刷 

◇ システム操作（ 競技会支援処理 / 競技中処理 ） → 賞状印刷 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技の終わった区分に対して、賞状を印刷することが可能です。 

内容に関して、この賞状データは予め賞状内容設定画面で作成しておきます。 

各々の用紙に於ける競技区分・順位及びカップル氏名は自動的に設定されます。 

印刷出来るパターンは以下の通りです。 

                                              １．全出力  ※ 対象と成る競技区分全ての決勝進出者の賞状を印刷します。 

                                                ① ２枚出力  ： リーダー・パートナー用の全てを印刷します。 

                                                ② 各組１枚  ： 各組に付き１枚印刷します。 

                                                ③ 別姓２枚  ： 同姓のカップルは１枚のみ印刷されます。（ 標準 ） 

                                              ２．個別出力 ※ 対象と成る競技区分で、指定した決勝進出者の賞状を印刷します。 

                                                ① ２枚出力  ： リーダー・パートナー用２枚を印刷します。 

                                                ② リーダー  ： リーダー用の賞状を印刷します。 

                                                ③ パートナー ： パートナー用の賞状を印刷します。 

                                              ※ 賞状印刷に於けるカップル氏名ですが、パートナー用の賞状の場合は、 

リーダー・パートナーの順序が逆になります。 

 

                                            □ 印刷対象の選択   

印刷する競技区分は、画面左側の競技名称枠をクリックして選択します。 

個別印刷する場合は、画面右側の入賞者枠を選択します。 

 

                                            □ ジャンプ機能    

１．プリンター 

印刷するプリンターを、任意に変更することが出来ます。 

２．賞状印刷 

このボタンをクリックすると、賞状内容設定画面に進みます。 

 

□ 戻りボタン 

印刷が終了した場合、画面左隅の『TOP画面』ボタンをクリックして下さい。 

TOP画面に戻ることが出来ます。尚、決勝結果表示画面より移行して来た場合は、決勝結果の画面に戻ります。 
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【 04.01.01 】競技結果報告 昇級一覧 

◇ システム操作（ 結果報告処理 ） → 昇級結果 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、昇級対象競技の結果確認及びその報告書のを印刷する事が可能です。 

印刷処理が出来る内容は以下の通りです。 

                                              １．報告書   

                                                昇級結果の一覧、昇級結果報告書を印刷します。 

                                              ２．昇級結果  

                                                各競技区分毎の昇級者名簿を印刷します。 

                                                ① 全印刷  ： 全ての区分の昇級者名簿を印刷します。 

② 個別順有 ： 指定した競技区分の昇級者名簿を印刷します。 

この印刷を選んだ場合、決勝順位が反映されます。 

③ 個別順無 ： 同じく、指定した競技区分の昇級者名簿を印刷します。 

この場合は、背番号順に印刷されます。 

 

                                            □ 昇級結果の内容表示   

印刷される内容は、画面上で確認することが出来ます。 

画面で確認する場合、内容確認の『 表示 』ボタンをクリックしてください。 

 

                                            □ ジャンプ機能    

１．競技結果画面 

このボタンをクリックすると、競技結果一覧表示画面に移行します。 

２．区分設定画面 

このボタンをクリックすると、競技内容設定画面へ進みます。 

昇級が成立しなかった場合には、再設定が必要です。 

 

□ 戻りボタン 

印刷が終了した場合、画面左隅の『TOP画面』ボタンをクリックして下さい。 

TOP画面に戻ることが出来ます。尚、決勝結果表示画面より移行して来た場合は、決勝結果の画面に戻ります。 
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◇ 昇級結果一覧（ 表示／印刷 ） → 表示 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、昇級結果一覧表の内容を確認することが出来ます。 

 

                                            □ 内容確認   

競技区分毎の昇級一覧表の内容を確認することが出来ます。 

『 前↑ 』 、『 次↓ 』のボタン押下によって、表示する競技区分を変更出来ます 

尚、『 戻り 』ボタンクリックで、一覧表表示画面に戻ります。 

 

                                            □ 印刷処理   

印刷処理機能で実施出来る内容は、全て実施可能です。 
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【 04.02.01 】競技結果報告 競技結果一覧 

◇ システム操作（ 結果報告処理 ） → 競技一覧 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技の結果確認及びその報告書のを印刷する事が可能です。 

印刷処理が出来る内容は以下の通りです。 

                                              １．入賞者   

                                                実施された全ての競技区分の決勝進出者の、入賞者一覧表を印刷します。 

                                              ２．結果一覧  

                                                各競技区分毎の昇級者名簿を印刷します。 

３．全印刷 

                                                実施された競技区分全ての競技結果一覧表を印刷します。 

４．個別印刷 

                                                画面で選択された競技区分の競技結果一覧表を印刷します。 

 

                                            □ 競技結果の内容表示   

印刷される内容は、画面上で確認することが出来ます。 

画面で確認する場合、内容確認の『 表示 』ボタンをクリックしてください。 

 

                                            □ ジャンプ機能    

１．競技結果画面 

このボタンをクリックすると、競技結果一覧表示画面に移行します。 

２．区分設定画面 

このボタンをクリックすると、競技内容設定画面へ進みます。 

競技内容に不備が有る場合には、再設定が必要です。 

 

□ 戻りボタン 

印刷が終了した場合、画面左隅の『TOP画面』ボタンをクリックして下さい。 

TOP画面に戻ることが出来ます。 
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◇ 競技結果一覧（ 表示／印刷 ） → 表示 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技結果一覧表の内容を確認することが出来ます。 

 

                                            □ 内容確認   

競技区分毎の競技結果一覧表の内容を確認することが出来ます。 

『 前↑ 』 、『 次↓ 』のボタン押下によって、表示する競技区分を変更出来ます 

尚、『 戻り 』ボタンクリックで、競技一覧表表示画面に戻ります。 

 

                                            □ 印刷処理   

印刷処理機能で実施出来る内容は、全て実施可能です。 
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【 04.03.01 】競技結果報告 結果報告 

◇ システム操作（ 結果報告処理 ） → 結果報告 『 押下 』 

                                                 ■ 機能概要 

本画面では、競技終了後の結果報告書の類を印刷する事が可能です。 

印刷処理が出来る内容は以下の通りです。 

                                              １．入賞者名簿   

                                                実施された全ての競技区分の決勝進出者の、入賞者一覧表を印刷します。 

                                              ２．納付書   

                                                競技参加の確定したエントリー数に応じた、 

① ＪＤＳＦ公認料納付書 

② システム運用分担金納付書 

が印刷可能です。 

尚、本システムでは、２０１１年より実施されている公認申請料の後払いに 

対応しており、公認料納付書にその金額が含まれます。 

事前に支払っている場合に於いては、納付書印刷ボタンの下に有る、 

『 公認申請料支払い済み 』にチェック【レ】を入れて印刷を実行すると、 

この公認申請料が含まれない納付書を印刷することが出来ます。 

                                              ３．開催報告書  

                                                実施した競技の本部宛報告書の印刷をすることが出来ます。 

 

                                            □ 一括出力   

一括出力ボタンをクリックすると、 ← で示されている、入賞者名簿＋納付書＋ 

開催報告書、これら全ての書類の印刷を、実施します。 

 

  □ 戻りボタン                                   □ Ｈｔｍｌ   

印刷が終了した場合、画面左隅の『TOP画面』ボタンをクリックして下さい。    本ボタンをクリックすると、競技データを格納するフォルダーに ＨＰ と言う 

TOP画面に戻ることが出来ます。                        名所のフォルダーが作成され、競技結果のＨＴＭＬファイルが作成されます。 
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◇ 競技結果（ 競技一覧表示 ） → 内容確認 『 押下 』 

                                            □ 内容確認   

開催報告書及び納付書に関しては、その内容を画面にて参照することが可能です。 

画面下部右側にある、『 内容確認 』ボタンを順次クリックすれば、内容が逐次 

変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※ 開催報告書 

 

 

 

 

                      ※ 公認料納付書 

 

 

 

                                              ※ システム運用分担金 
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《 Memo 》 

 

 


